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＊　8　月　の　説　金　＊

町　県　民　税（第2期）　　　国民健康保険税（第2期）

納期　8月16日（金）一31日（土）　　　　　　納期　8月16日（金）一31日（土）

こ　の　社　会　　あ　な　た　の　税　が　　生　き　て　い　る
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暑
中
お
　
見
舞

申
　
し

平
素
は
何
か
と
町
政
推
進
に
ご
支
接
を
賜

り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
梅
雨
は
長
雨
・
豪
雨
と
異
溜
気
象
の

中
で
一
都
で
公
共
災
害
は
出
ま
し
た
が
、
大
き

な
被
害
も
な
く
幸
い
で
し
た
。

さ
て
、
地
方
公
共
団
体
を
取
り
ま
く
社
会
経

済
簡
艶
・
財
政
事
情
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
下
に
あ
り
、
こ
の
状
況
下
で
多
様
化
す
る
行

財
政
需
要
に
対
応
し
っ
つ
地
域
社
会
の
活
牲
化

及
び
住
民
福
祉
の
増
進
を
進
め
て
行
く
に
は
引

き
続
き
行
政
改
革
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
が

強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
部
情
に
か
ん
が
み
、
地
方
行
革

大
綱
が
示
さ
れ
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
行
政

改
革
推
進
委
員
会
を
設
撞
し
、
英
に
行
政
の
あ

ヽ｝
＞上

げ
　
ま
　
す

る
べ
き
姿
を
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
精
力
的
に

鋭
意
審
議
検
討
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
・
ふ
る
さ
と

づ
く
り
を
進
め
て
行
く
上
で
広
く
各
層
か
ら
の

代
表
に
よ
る
住
民
の
方
々
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
行
政
に
反
映
し
て
行
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
本
年
一
月
か
ら
毎
月
一
回
住
民
懇
談
会
を

開
催
し
積
極
的
な
意
見
も
拝
聴
し
て
お
り
ま

す。
昨
年
二
十
周
年
を
契
機
と
し
て
打
出
し
て
ま

い
り
ま
し
た
本
町
の
三
大
祭
の
一
つ
夏
ま
つ
り

（
イ
カ
ダ
競
争
・
盆
踊
り
大
会
）
も
八
月
十
八

日
に
計
画
さ
れ
、
現
在
実
行
委
員
会
を
中
心
に

住
民
主
導
型
と
し
て
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
の
場
と

し
て
盛
大
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ます。ま
た
、
本
年
度
は
、
人
権
擁
艶
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
法
務
省
か
ら
指
定
を
受
け
、
七
月
の
同

和
問
題
啓
発
強
調
月
間
に
は
教
育
委
員
会
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
研
修
会
・
街
頭
啓
発
運
動
・
巡

回
宣
伝
等
、
人
権
尊
重
・
差
別
の
解
消
に
と
一

段
の
力
を
入
れ
、
広
く
住
民
の
万
々
の
理
解
を

求
め
て
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
最
近
、
青
少
年
の
非
行
化
・
校
内
暴
力

等
ま
す
ま
す
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
傾
向
に
あ

り
、
学
校
・
P
T
A
・
町
議
会
・
教
育
委
員
会

・
地
域
住
民
織
一
体
と
な
っ
て
協
議
を
す
す

め
、
こ
れ
ら
の
肪
止
に
具
体
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

特
に
、
夏
休
み
中
は
学
校
生
活
か
ら
の
開
放

で
非
行
に
走
る
青
少
年
が
増
え
る
傾
向
に
あ

り
、
「
う
ち
の
子
に
限
っ
て
」
と
思
う
前
に
非

行
少
年
が
あ
な
た
の
家
庭
か
ら
、
あ
な
た
の
地

域
か
ら
出
な
い
よ
う
、
も
う
一
度
よ
く
話
合
っ

て
地
域
ぐ
る
み
で
ご
協
力
を
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

建
設
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
コ
ミ
ユ
一
二
ア

ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
町
民
の
森
の
建
設
、
遠

賀
川
漕
艇
場
の
整
備
簿
、
約
九
億
円
を
か
け
て

こ
れ
か
ら
着
工
し
て
ま
い
ろ
予
定
に
致
し
て
お

り
ま
す
。

今
後
も
、
町
民
の
中
か
ら
盛
り
上
が
る
町
政

・
英
知
を
集
め
た
民
間
主
導
の
町
政
を
推
進
す

る
た
め
、
皆
様
方
の
力
強
い
ご
協
力
と
ご
指
導

を
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

な
お
、
諸
番
業
の
遂
行
に
つ
き
ま
し
て
は
職

員
一
体
と
な
っ
て
行
政
努
力
し
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

暑
さ
一
段
と
き
び
し
き
折
柄
、
町
民
の
皆
様

方
に
は
健
康
に
留
意
さ
れ
、
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

－
ご
協
力
く
だ
さ
い
－

毎
月
動
労
統
計
調
査

特

別

調

査

＜
田
査
対
象
は
V

O
別
府
、
松
ノ
本
、
今
古
賀
内
の

全
事
業
所

○
遠
賀
川
、
新
町
内
の
一
都
事
業

所∧
田
査
期
間
は
V

8
月
1
6
日
か
ら
9
月
1
0
日
ま
で

労
働
省
が
実
施
し
て
い
る
こ
の
毎
月
動
労

統
計
調
査
特
別
調
査
は
一
人
か
ら
二
十
九
人

ま
で
の
常
用
労
働
者
を
顧
用
し
て
お
ら
れ
る

墓
所
の
賃
金
、
労
働
時
間
及
び
施
用
な
ど

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
そ
の
結
果
は
、

こ
の
規
模
の
硝
薬
所
に
属
す
る
労
働
者
の
労

働
条
件
等
の
実
態
を
知
る
邦
要
な
基
礎
資
料

と
し
て
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
こ
の
地
域
が
調
査
区
に
選
ば
れ

ま
し
た
の
で
、
こ
多
忙
申
ま
こ
と
に
恐
縮
に

存
じ
ま
す
が
、
な
に
と
そ
こ
の
調
査
の
趣
旨

を
こ
理
解
の
う
え
、
こ
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
し
ま
し
た
個
々
の
郵
実
を
税

金
関
係
、
労
働
塞
湘
露
営
な
ど
、
統
計
以
外

の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
調
査
班
項
に
つ
い
て
は
、
統
計

調
査
貝
に
あ
り
の
ま
ま
を
お
話
し
く
だ
ざ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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▽
と
き
　
8
博
7
8
日
　
（
田
）

▽
主
　
催
　
電
着
面
裏
ま
つ
り
費
縛
a
i
蓋

水
上
カ
ー
ニ
バ
ル

イ
カ
ダ
議
事

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
時
如
分
～
9
時

競
技
　
9
時
0
0
分
～
1
6
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
川
河
川
敷
縮
殿
会
場

（
遠
賀
町
広
湿
地
6

▽
後
　
援
　
遠
賀
町

遺
賢
堅
塁
貴
会

西
日
本
新
聞
社

テ
レ
ビ
西
日
本

▽
競
技
龍
日

用
町
内
各
区
対
流
戦

㈲
オ
ー
プ
ン
戦

①
競
技
部
門

②
ア
イ
デ
ィ
ア
部
門

カ
ー
ブ
カ
ケ
実
害

董
照
り
大
童

▽
場
　
所
　
総
〈
［
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

③
プ
ロ
グ
ラ
ム

1
6
時
　
　
カ
ラ
オ
ケ
大
会

1
8
時
　
　
太
鼓
競
演
会

祇
園
太
鼓

吉
祥
壱
こ
と
も
太
鼓

1
8
時
5
0
分
　
踊
り
子
－
曇
ロ

1
8
時
仰
分
　
盆
踊
り
出
演
順
位
抽
選

1
8
時
5
0
分
　
盆
踊
り

2
0
時
5
0
分
　
タ
レ
ン
ト
シ
ョ
ー

ば
っ
て
ん
荒
川

ば
っ
て
ん
太
鉱

歌
手
　
波
　
和
代

2
1
時
1
5
分
　
閉
会
式
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務穣馨偽書藩馴謁≪穫蓮60

線兜轄集中
このほど馬頭岳ハイキングコースに遠く玄海灘から血合山、福智連山、英彦山が眺望できるパノラ

マ展望台が完成しました。

また、千代丸バス停横と、虫生津新屋敷には、“馬頭岳ハイキングコース案内図”を掲示し・コ‾

スの中には23カ所に道標を立てて、みなさんのご利用をお待ちしています。

この夏休み、家族で、サークルで、また子供会などで、自然を十二分に満喫できる馬頭岳ハイキン

グコースをご活用ください。
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代
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代
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頭
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顕
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金
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代

馬
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馬
馬
子
馬
子
馬
子
馬
子
戸
馬
子
馬
千
百
馬
子

同
h
∵
m
h
h
∵
畑
山

5
一
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）
　
（
ノ
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8
　
5
　
9
－

葦
器
器
器
二
三
講
書
落
盤
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器

鮒
脅
翠
蕊
的
慰
留
僻
目
替
義
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部
緻
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烏
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屋
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馬
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現
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届
書
届
書
霊
頭
頭

馬
新
倉
馬
新
馬
新
馬
新
香
馬
新
香
馬
新
香
大
局
馬

〇
　
〇
　
〇
　
　
〇
　
〇
　
　
〇
　
　
〇
　
　
〇
∴
∴
∴
∴
⑪

○
∴
⑪
∴
〇
　
　
〇
　
〇
　
〇

⑪
　
　
⑲
　
　
　
④
⑫



公㊥鍔胸筋（6）

昨年の子供音楽祭

テ
ー
マ
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集

◎
福
岡
県
で
昭
和
6
5
年
に
開
催

▽
第
4
5
回
国
民
体
育
大
会
△

応
募
締
切
／
昭
和
0
0
年
1
0
月
5
日
（
土
）
ま
で

第
4
回
遠
賀
町
子
供
音
楽
祭

本
年
度
も
、
子
供
音
楽
祭
春
繭
催
し
ま

す。
軽
い
夏
の
一
時
を
、
快
い
音
楽
で
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
み
な
さ
ん
の
こ
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
0
0
年
8
月
2
5
日
（
日
）

1
3
時
～

▽
場
　
所
　
出
典
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
出
　
演
∴
遠
賀
町
ジ
ニ
ラ
吹
奏
楽
団

遠
賀
町
少
年
少
女
合
唱
団
他

▽
主
∴
倣
　
子
供
音
楽
祭
碧
萎
員
会

身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
へ

身
体
陣
醤
者
福
祉
講
習
会
老
少
施
し
ま
す

身
体
陣
薯
者
で
、
機
関
紙
作
り
や
陣
富
者
の

福
祉
に
興
味
の
あ
る
人
は
申
込
み
く
だ
さ
い

▽
期
　
間
　
的
月
5
日
（
土
）
～
6
日
（
日
）

一
泊
二
日

▽
場
　
所
福
岡
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
講
習
内
容
　
身
障
福
祉
法
、
機
関
紙
作
り

の
基
礎
、
障
害
者
の
組
織
活
動

▽
申
込
締
切
　
9
月
m
日

▽
申
込
先
　
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
々

良
　
薬
田
治
美

▽
聞
合
先
福
岡
県
身
体
陥
聾
者
福
祉
協
会

翁
0
9
2
（
1
5
1
）
3
2
3
9

潜
在
看
護
力
活
用

講
習
会
の
開
催

県
及
び
福
岡
県
邪
離
協
会
で
は
、
霧
窮

等
充
足
対
策
の
一
環
と
し
て
、
家
庭
に
あ
る

禾
就
業
弁
護
婦
な
ど
を
対
象
に
再
聾
の
た

め
請
習
会
を
行
い
就
業
の
促
進
を
は
か
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
、
准
葱
鱗

の
資
格
を
お
詩
ち
で
、
講
習
会
受
継
希
望
者

は
、
も
よ
り
の
保
健
所
又
は
、
福
岡
県
租
護

協
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
福
岡
県
轟
協
会
で
は
、
県
の
委
託

に
よ
り
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
持
薬
を
行
う
と
と
も

に
、
無
料
職
業
紹
介
所
を
開
設
し
て
、
就
業

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
安
静
し
な
い

人
で
ム
有
資
格
の
人
は
、
登
録
さ
れ
る
よ
う

お
す
ず
め
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
露
会

稽
0
9
2
（
1
1
1
）
5
2
0
3
へ
。

5
0
毎
代
の
幕
あ
け
を
飾
る
第
4
5
回
国
民
体

育
大
会
が
、
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

の
大
会
は
福
岡
県
民
の
英
知
と
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
を
示
す
に
ふ
さ
わ
し
い
、
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
を
目
指
し
ま
す
。
県
民
総
参
加
の
も
と
に

大
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
み
ん
な
に
親
し

ま
れ
る
「
テ
ー
マ
」
と
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

C
テ
ー
マ
・
・
福
岡
県
の
風
土
や
文
化
を
蛾
的

に
表
現
す
る
、
国
体
の
．
愛

株．

〇
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
・
清
新
さ
と
夢
の
あ
る
、
福

岡
の
国
体
に
ふ
さ
わ
し
い
合

言
葉

▽
応
募
方
法
　
「
テ
ー
マ
」
ま
た
は
「
ス
ロ

ー
ガ
ン
」
ど
ち
ら
か
壱
明
紀
し

て
、
官
製
ハ
カ
キ
一
枚
に
つ
き

一
点
を
統
語
き
と
し
、
蟹
な

説
明
を
付
し
て
く
だ
さ
い
。
一

人
何
点
応
募
し
て
も
籍
拙
で
す

が
、
自
作
で
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

○
蚊
優
秀
作
一
点
…
蜜
状
と
副
賞
五
万
円

○
佳
作
二
点
…
・
賞
状
と
副
賞
一
万
円
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防犯と水難事故防止パトロール
ー松ノ本区一

得塾の夏休みになりました。松ノ本区では、地域

ぐるみの防犯活動で夏の師故をなくそうと　7月21日

の日曜泊、区の役員をはじめPTA、子供会育成会

等の役員の皆さんが街頭で防犯パンフレットを酉己布

して呼びかけました。

当日は、夕方から西川周辺を水難事故防止のパト

ロールも行われました。当区では班を績成し、夏休

み期間中の日時旧と盆の三日間を申心に続けていく

そうです。

醒
h｝dlreeS洋べ小二

「日学こそ49－粗　く連日絡輯〉

浅
木
小
バ
レ
ー
P

み
ご

＝
ヤ
ン
グ
ラ
イ

七
月
十
四
日
（
日
）
、
水
巻
町
で
ヤ
ン
グ

ラ
イ
オ
ン
カ
ッ
プ
大
会
が
行
わ
れ
、
浅
木
小

学
校
ジ
ニ
ラ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
五
年
生
チ

ー
ム
．
浅
木
レ
ッ
ド
フ
ァ
イ
ブ
．
が
み
ご
と

優
勝
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
遠
賀
郡
内
を
は
じ
め
中
間
市
、

苅
田
町
な
ど
か
ら
二
十
チ
ー
ム
が
出
勤
。
浅

不
小
チ
ー
ム
は
各
試
合
と
も
圧
倒
的
な
強
さ

で
勝
ち
進
み
ま
し
た
。

浅
木
レ
ッ
ド
フ
ァ
イ
ブ
の
選
手
達

出
題
　
九
段
　
武
官
　
正
絹

購
先
生
き
・
3
手
ま
で

●
ヒ
ン
ト
・
ナ
カ
手
に
さ
れ
な
い

よ
う
確
実
に
。

3
分
で
3
級
、
1
分
以
内
で
初
段

出
題
　
＾
殿
　
北
村
　
昌
男

●
ヒ
ン
ト
　
三
手
目
、
し
ぶ
い
妙
手
。

水

泳

教

室

を

行
　
い
　
ま
し
　
た

七
月
六
日
か
ら
包
囲
中
を
皮
切
り
に
、
頚

木
、
広
渡
小
の
各
プ
ー
ル
で
水
泳
教
室
を
開

き
ま
し
た
。
今
年
は
、
初
心
者
を
対
象
に
行

い
、
わ
ず
か
三
日
間
の
教
室
で
し
た
が
ベ
テ

ラ
ン
の
コ
ー
チ
の
お
か
け
で
、
皆
み
る
み
る

上
達
し
て
い
ま
し
た
。

「
上
陸
星
章
一

遠
賀
郡
内
母
子
会
で
、
ぶ
ど
う
狩
り
な
ど

の
一
日
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま

す
。
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
　
時
　
8
月
2
7
日
（
火
）

8
時
0
0
分
役
場
前
集
合

▽
行
　
先
　
遠
賀
郡
岡
垣
町
高
倉

▽
参
加
資
無
料

▽
用
惹
す
る
物
　
弁
当
、
水
筒

▽
申
込
締
切
日
　
8
月
1
6
日
（
金
）

▽
申
込
先
役
場
内
社
会
福
祉
協
韻
会

館
（
2
9
3
）
1
2
3
4

（
韓
絶
筆
濃
哨
Y
 
N
か
む
′
　
持
中
山
ノ
　
〇

両
巾
．
固
め
．
∽
田
虫
ノ
ー
日
出
．
－
申

請
時
小
一
≠
請
S
o

（
種
寓
）
　
的
同
曲
や
E
H
d
中
国
骨
d
C

党
掌
か
3
－
世
路
尊
べ
＋
。
由
一
い
輪
中
／

膝
－
十
時
＋
ま
．
∽
用
什
ノ
　
白
さ
学
問
等
S

誇
べ
べ
．
出
せ
一
生
型
庫
何
軒
寸
心
購
こ
こ

づ
握
々
ト
o

l－〈）（）（，－－、
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7　　側券甲府　。 

7　1　0　　　　　0　1　7 

6　12　16　14　3（抽選）　3　　0　　7 

7　　0 

松東遠別中広本署鬼上虫旧居接合芙老新
ノ和賀　　　　　　　　別生　　　　古
木苑Iii府央減車松澤府津停崎木賀蓉良町

優勝東和苑
2　0 0　2　0　2 20212120 02 

辛苦厚東老木遠松上今広中別所芙
ケ　　　和　　　賀ノ　別古
ノ松崎苑良守川本府賀波央府町蓉誰

鬼浅

浮木

優　勝　　別　府　一

第
3
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会

筆
書
の
き
減
じ
広
げ
ら
れ
た

○
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

○
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
は
別
府
チ
ー
ム

バ
レ
ー
は
東
和
苑
が
二
連
覇

七
月
二
十
八
日
、
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
、
町

民
体
育
大
会
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま

し
た
。
猛
薯
の
中
、
各
地
区
の
選
手
連
は
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
り
な
が
ら
も
一
回
戦
か

ら
決
勝
ま
で
、
力
の
入
っ
た
好
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
別
府
チ
ー
ム
が
、
ま
た
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
東
和

苑
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

少

年

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競

技

の

開

催

お
父
さ
ん
選
の
大
会
で
す
。
多
く
の
み
な

さ
ん
の
応
段
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
8
月
2
5
日
（
日
）

開
会
式
　
1
時
約
分

競
技
開
始
　
8
時

▽
場
所
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
チ
ー
ム
編
成
　
5
0
賎
以
上
の
男
子

遠
賀
郡
民
体
育
大
会

水
泳
大
会
の
結
果

七
月
二
十
一
日
、
芦
屋
中
学
校
プ
ー
ル
で

約
四
百
人
の
参
加
者
の
も
と
盛
大
に
郡
水
泳

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
も
役

員
や
選
手
五
十
人
が
参
加
、
全
員
よ
く
健
闘

し
、
串
で
も
、
次
の
み
な
さ
ん
は
八
月
十
八

日
、
北
九
州
市
で
開
催
さ
れ
る
県
大
会
に
出

場
が
決
定
し
ま
し
た
。

○
近
松
璧
口
（
浅
木
小
）
　
上
別
府
　
五
十

㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

○
近
松
芳
朗
（
遠
賀
南
中
）
　
上
別
府
　
百

㍍
自
由
形

閏
。
山
浦
忍
（
浅
容
）
上
別
府
芋

㍍
　
背
泳

○
宮
原
征
四
郎
別
府
　
五
十
㍍
　
平
泳

○
山
崎
昭
男
　
松
ノ
本
　
五
十
㍍
　
自
由
形



（9）　塵四衝の彿　　　　　　　　　　　　　第368号

∴；∴「

押上文化

5月14日の豊頃探訪

続
を
遍
賀
町
文
蛍
丁
散
歩

西
川
を
遡
る
　
（
Ⅴ
）

道
管
橘
に
立
っ
て
下
流
を
眺
め
る
と
、
三

つ
の
流
れ
が
こ
こ
で
合
流
し
て
い
る
。
一
番

左
が
戸
切
川
、
由
が
西
川
、
右
が
吉
原
川
で

あ
る
。
合
流
し
た
水
は
広
い
川
幅
を
保
ち
な

が
ら
島
津
橋
の
方
へ
流
れ
る
。

道
管
と
い
う
地
名
は
何
か
意
味
が
あ
り
そ

う
で
あ
り
、
ま
た
何
時
の
こ
ろ
か
ら
そ
う
よ

ば
れ
て
い
た
の
か
誰
か
ら
も
教
え
て
も
ら
え

な
い
が
、
静
香
に
よ
る
と
「
道
管
」
は
物
を

み
ち
び
き
送
る
く
だ
。
植
物
の
根
か
ら
吸
い

あ
げ
た
水
分
や
養
分
を
上
部
に
送
る
も
の
で

あ
る
と
い
う
遜
味
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
「

道
準
は
、
道
教
の
寺
院
。
道
士
の
い
る

桜
。
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
地
形
な
ど

か
ら
考
え
る
と
道
管
の
遮
味
に
近
い
よ
う
に

も
思
え
る
。

梅
雨
の
濁
れ
た
あ
る
日
、
こ
こ
か
ら
吉
原

川
を
遡
る
こ
と
に
し
た
。

第
一
道
管
橋
の
右
岸
を
の
ぼ
る
と
間
も
な

く
人
家
も
な
く
な
り
、
一
面
の
稲
田
が
廣
け

左
手
に
は
遠
賀
川
の
捉
防
が
あ
り
、
自
動
車

が
は
け
し
く
往
き
来
す
る
。
右
手
は
西
川
の

現
で
あ
り
、
吉
原
川
の
両
棒
に
は
漣
緑
の
霞

が
美
し
い
。
吉
原
と
積
憤
と
同
じ
音
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
哲
の
人
は
「
よ
し
わ
ら
」
と
よ

ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
、
と
ひ
と
り
き
め
し
て

歩く。間
も
な
く
増
水
防
除
の
ポ
ン
プ
場
の
水
門

を
通
り
、
前
田
橘
で
あ
る
。
明
治
の
頃
か
ら

の
国
道
だ
っ
た
古
い
通
で
あ
る
。
続
い
て
新

前
田
橋
、
こ
れ
を
緩
り
西
に
ゆ
く
と
岡
垣
に

通
じ
る
。

こ
の
あ
た
り
か
ら
川
は
広
渡
の
集
落
の
串

を
貰
く
よ
う
に
進
む
。
家
々
の
垣
根
越
し
に

人
々
の
姿
な
ど
も
見
え
、
早
咲
き
の
水
棲
も

二
、
三
輪
あ
り
、
小
さ
い
橘
を
右
に
渡
り
、

ま
た
左
に
渡
り
す
る
通
と
用
と
の
交
錯
す
る

姿
は
、
水
郷
広
渡
と
呼
び
た
い
。

洗
い
場
を
持
つ
家
も
あ
り
、
小
舟
が
一
つ

「
郷
土
文
化
」
第
一
号
発
刊

－
遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究
会
I

も
合
っ
て
い
る
禁
色
も
平
和
で
あ
る
。
昔
は

こ
の
あ
た
り
の
人
た
ち
が
川
漁
に
励
ん
だ
の

で
あ
ろ
う
な
ど
と
思
っ
て
い
る
内
に
、
長
岸

寺
の
大
き
な
簾
の
樹
が
川
面
を
暗
く
す
る
あ

た
り
に
出
る
。

安
丸
の
昔
黒
田
の
殿
様
の
茶
屋
が
在
っ
た

と
聞
く
あ
た
り
を
過
ぎ
、
一
つ
水
門
を
通
り

国
道
、
鉄
道
の
下
を
く
ぐ
り
、
総
合
選
動
公

園
の
あ
た
り
、
背
遠
賀
川
に
は
館
屋
敷
と
の

閲
に
渡
し
舟
が
あ
っ
た
と
聞
く
。

曲
手
の
増
水
ポ
ン
プ
の
白
い
建
物
の
横
を

通
り
、
川
は
直
線
に
老
良
、
三
軒
屋
を
通
り

魔
井
野
に
出
る
。
川
幅
も
少
し
ず
つ
狭
く
な

っ
て
最
後
に
は
二
㍍
位
に
な
り
両
岸
の
接
も

と
び
と
び
に
な
り
、
や
が
て
山
田
川
へ
つ
つ

い
て
い
た
。
こ
れ
が
む
か
し
の
団
七
灘
か
。

（
片
山
　
花
街
史
）

遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究
会
（
片
山
武
司
会

長
、
会
呈
千
一
名
）
の
会
員
諸
士
が
長
い

間
温
め
て
い
た
資
料
や
写
真
を
ま
と
め
て
こ

の
度
第
一
号
の
会
報
「
郷
土
文
化
」
が
発
刊

さ
れ
ま
し
た
。

写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
「
芭
薙
肇

の
語
草
今
は
忘
れ
ら
れ
か
け
て
い
る
郷
土

の
古
い
行
中
近
頃
で
は
語
り
継
ぐ
人
さ
え

な
く
な
っ
た
神
社
仏
閣
の
由
来
、
変
速
、
古

い
物
語
り
、
そ
れ
に
地
道
に
力
強
い
活
動
を

続
け
て
い
る
こ
の
会
の
発
足
か
ら
十
三
年
間

の
歩
み
等
々
、
創
刊
号
と
あ
っ
て
四
谷
は
多

彩
を
極
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
年
に
一
回
は
発
行
し
刊
を
重
ね
て

い
く
予
定
だ
そ
う
で
す
。

個
人
向
け
融
資
受
付
開
始

住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支
所

▽
受
付
期
間
　
8
月
1
5
日
－
9
月
1
0
日

公
襲
金
と
併
せ
て
利
用
さ
れ
る
厚
生
年

金
、
船
員
保
険
、
国
民
年
金
被
保
険
者
貸
付

も
同
時
に
行
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
住
宅
金
融
公
庫
福
岡

支
所
　
㊨
0
9
2
（
7
⊥
2
）
5
5
5
5
　
ま

た
は
住
宅
金
融
公
麿
薬
務
取
扱
金
融
機
関
へ



新町1850番地の7

石井　ミキちゃん

（管と砦さんの長女）
昭和59年11月l日生

テレビとおしゃべりが大好き

お気に入りの歌が流れると両手

を振って大喜び。おしゃべりだ

ってとっても上手なん7ごけど、
パパやママにはわかんないみた

岩本　真希ちゃん

（掌該さんの轍）
昭和59年8月27日生

私、実話ちゃんです。お母さ
んの目を盗んではティッシュペ
ーパーを全部引き出し実需の回

りはティッシュの山。アーア／／

でも誠にでも要鯖をふりまく私
早くおくつをはいてお外を歩き

8 �8 ��8 ��8 月 28 日 ��期 】 

月 31 �月 30 ��月 29 

日 �日 ��日 

土 �金 ��木 ��宗 ��（田 

9 00 （ �13 �9 �13 �9 �13 �i9 �時 間 

00 ！ �00 （ 11 �00 （ 巨5 �00 I ll �00 ！ �；00 （ 

11 00 �15 ����15 �11 

30 �00 �30 �00 �30 �00 

薯 �鬼 ��別 ��尾 ��検 

松 公 民 �津 ／ヽ ��府 嫌 人 工ミ ��崎 ′ヽ ��診 場 

公 民 ����：‘義 民 

館 �館 ��所 ��館 ��所 

o9月実施分は8月25日号に結城

します。

）01（闘い
閥

～
四⑪公

鰹
願
望
衛
盤
の
ペ
∴
＝
ジ

離
婚
滑
綴

▽
期
　
日
　
8
月
ュ
9
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
か
ら
m
時
5
0
分
の
間

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
場
　
所
役
謹
皇

▽
対
象
者
生
後
3
～
6
カ
月
児

▽
持
参
品
∴
母
子
手
帳
・
バ
ス
タ
オ
ル

▽
内
　
容
　
体
重
・
身
長
等
測
定

離
乳
食
等
指
導

小
児
ガ
ン
検
査
セ
ッ
ト
の
配
布

▽
料
　
金
無
料

回
国
固

本
年
も
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
で
対
象

者
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者
　
潤
的
戴
以
上
の
人

次
の
人
は
対
象
者
か
ら
は
ず
れ

ま
す・

勤
務
先
等
で
検
診
を
受
け
て
い
る
人
。

・
定
期
的
に
人
間
ド
ッ
ク
等
に
か
か
っ
て

い
る
人
。

・
病
気
等
で
過
去
一
年
以
内
に
病
院
等
で

検
査
を
受
け
た
人
。

・
内
科
的
病
気
で
現
在
病
院
等
に
か
か
っ

て
い
る
人
。

▽
検
査
項
目
と
料
金

二
次
検
査
…
・
無
料

問
診
、
聴
打
診
、
身
体
計
測
、
肥
潤

度
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、

乳
ガ
ン
（
女
蛙
の
希
望
者
の
み
）

圏
▽
期
　
日
　
8
月
紳
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
0
0
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ

さい。

▽
場
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
持
参
品
　
印
鑑
（
母
子
手
帳
受
領
者
）

▽
内
　
容
　
新
生
児
の
抜
い
方
、
入
浴
指
導

母
子
手
帳
交
付

▽
料
金
　
無
料

回
国
固

三
次
検
査
…
・
・
五
百
円

糖
尿
病
検
査
（
尿
糖
、
血
糖
）
、
貧
血

検
査
（
赤
・
白
血
球
数
個
）

肝
機
能
検
査
、

循
課
程
検
査
（
心
電
図
検
査
他
）

▽
検
診
表
は
区
長
・
組
長
を
通
じ
て
配
布
。

・
他
の
地
区
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

地
区
巡
回
倹
診
て
都
合
の
悪
い

人
は
次
の
医
院
で
も
実
施
し
ま
す

▽
医
　
院
　
背
柳
医
院
、
浅
木
内
科
医
院
、

橋
本
医
院
、
花
野
外
科
医
院

▽
期
　
間
　
9
月
、
1
0
月

▽
時
　
間
　
医
院
の
診
穣
時
間
内

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
保
健
衛
生
係
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

子
宮
ガ
ン
の
あ
ら
ま
し
㈲

折
尾
田
中
産
婦
人
科
院
長
　
田
　
中
　
壮
　
介

子
宮
ガ
ン
は
子
宮
ロ
に
多
く
で

き
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

子
宮
口
は
、
分
娩
、
性
交
、
月
経
、
そ
の

他
の
刺
激
を
受
け
る
う
え
に
、
汚
染
さ
れ
や

す
い
と
こ
ろ
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
一
度
傷

つ
く
と
治
り
に
く
い
の
か
特
徴
で
す
。
こ
れ

が
、
ガ
ン
を
で
き
や
す
く
し
て
い
る
原
因
と

思
い
ま
す
。

最
近
子
宮
ガ
ン
は
増
え
て
い
ま

すか。近
年
ヱ
古
ガ
ン
の
死
亡
率
は
半
減
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
一
方

で
は
ガ
ン
が
鉱
が
っ
て
手
術
の
で
き
な
い
俗

に
言
つ
『
手
遅
れ
ガ
ン
』
で
死
亡
す
る
婦
人

が
六
千
人
も
い
る
の
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

（つつく）
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4こ， 商い何者をしこなこど僅－で君常ず の○び手渡他も病とI寝 た伸でを人の、気がルな 　の 〇、く、 磐と。も気め：だるの－－キ㍉謹言；密計諾 

羅羅看窯業喜離 結網羅羅羅幾 日側選“（こ’看用 

一日の予定表をつくりましょう（例）華…子持誤と・塁清かだ部近 　　にれすくこ ∴華十㌧言「三二 

iZ　　　　　　　　で病のか　　り看る　き　ろ　　　　ど汚得 

胃

　

の

　

不

飲
み
す
ぎ
や
食
べ

す
ぎ
で
宙
が
稿
く
な

っ
た
経
験
を
も
つ
人

は
多
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
れ
は
大
部
分
が
、
食
草
佳
日
炎
と
よ

ば
れ
る
も
の
。
留
の
粘
膜
が
荒
れ
た
り
た
だ

れ
た
り
す
る
病
気
で
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
症
状

が
ひ
ど
く
な
い
場
合
は
、
豆
腐
や
白
身
の
魚

よ
く
煮
た
野
菜
類
な
ど
、
消
化
し
や
す
く
留

に
あ
ま
り
負
担
を
か
け
な
い
食
諒
を
と
り
ま

す。
お
う
虹
が
あ
る
袈
口
は
、
一
、
二
日
絶
食

し
て
、
ほ
う
じ
茶
か
湯
ざ
ま
し
を
飲
ん
で
経

過
を
み
ま
す
。

大
体
二
、
三
日
す
れ
ば
症
状
が
と
れ
て
く

る
の
が
普
通
で
す
が
、
良
く
な
る
様
子
が
な

い
時
は
必
ず
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う

全
貌
牲
曙
炎
や
、
食
中
謡
に
よ
る
細
菌
性

円
炎
、
ピ
リ
ン
剤
や
抗
生
物
質
の
服
用
な
ど

に
よ
っ
て
起
こ
る
薬
剤
牲
田
炎
な
ど
口
か
ら

入
っ
て
く
る
も
の
が
原
因
で
起
こ
る
胃
炎
に

対
し
、
冒
以
外
の
臓
器
に
原
因
が
あ
っ
た
り

身
体
の
変
調
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
る
留
炎
も

あ
り
ま
す
。

多
い
の
は
、
へ
ん
と
う
腺
炎
な
ど
か
ら
く

る
細
菌
性
の
田
炎
や
か
せ
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
も
の
で
、
食
欲
不
振
や
下
痢
を
伴
う
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
性
胃
炎
は

ひ
ど
い
症
状
を
起
こ
す
場
合
が
あ
る
の
で
、

背
み
の
魚
や
卵
を
食
べ
て
じ
ん
ま
し
ん
が
で

る
よ
う
な
人
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

夏
の
終
わ
り
か
ら
秋
口
に
か
け
て
は
、
気

候
の
変
化
が
激
し
く
、
体
の
抵
抗
力
も
落
ち

て
い
る
の
で
胃
の
不
調
が
で
や
す
い
時
、
暴

飲
墓
を
避
け
、
親
則
正
し
い
食
部
で
田
を

い
た
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
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下 鴫の遠賀調整露語裏書
◎時間中で、口；ローロ：ロは、その時間内であれば可。

口：ローは、その時閲から始まるので、時間までに集まること。

日 �聴 �行∴∴蒋∴∴内　容1時　間i実施会濁i担当係名i対象や終了時間など �����詳　細 

16 �金 �藍年骨ボ㌢競叶30－　匡禁中体育係i申込みチームの艶 ����� 

18 �日 �菖イカダ競争車8「。。軽蔑 ���社会教育係 �。区対抗戦 。オープン職 ・競争部門 ・アイ‾ア部門 �3ページ 矛窒読麓 �16寸整調公倉 ��毒薬係憧寮＿ ��3ページ 

蔑鰭詰需l－17中野梁i体育係I．大会は9月1日（日） ����� 

19 �月 �乳　児　相　談19：30－10：3車保艦車偉観係i生後3－6舶 �����10ページ 

20 �火 �家庭教育学級⑥巨0十2中央公民館i杜鋪係I家庭教育学艦 ����� 

21 �水 �民生児童委貝串：30－1鴛2会議望 ���i福祉係惇鰯鷺是 �� 

22 �木 �轄窒雷謹上00～i警響引体育係巨込みチームの醗 ����� 

23 �金 �会商。攣）合同相中00－16：車民館鵬 ���福祉係i離籍鷲碧金納o �� 

25 �日 �スポーツクラブキャンプ中－）驚籍 ���体育係車込者のみ �� 

25 �1 日 �壮年ソフトボール競技中－ ��グラウンド �体　育　係 �公民館対抗戦 � 

第4回脚子鯖楽集中00ー15車央公民館i社会輔係上演：績諮翻壷 �����6ページ 

26 �月 �霧離バ講‾引　－17：00i轢萱上背係i大会は9月8日（日） ����� 

27 �火 �妊　婦　相　談巨0－1役鵬室匡衛生係I靂評郊 �����10ページ 

28 �水 �一般健康診査函＝i函尾崎公輔車健衛生係 ����浦40歳以上の人 �10ページ 
婦人学級車：30－i中央公民館車齢係南瀧定 ����� 

29 �木 �一般健康診査函＝i函願会所国縫係1滴幻韻以上の人 �����10ペ一一ジ 

麗響姉‾芸‾沖30一　層珂体育係車込みチームの醗 ����� 

30 �金 �一般健康診重囲＝函賦公民館匡雑係車鮒の人 �����10ページ 
園芸教室⑤19：30－ ��中央公民館 �社会教育係匡繚了予定 �� 

31 �土 �一般健康診査19：00－11車松公理匡衛生係1滴4嘘以上の人 �����10ページ 


